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断されることの 2 点である。成人の診断基準を表 1[1]に示した。ま
た、小児の診断基準においては、成人とは異なり、簡易モニターに
ついては言及されていない（表 2、3）。	



































































































	 調査対象者は、日本全国の 10 県（北海道・秋田・埼玉・長野・富
山・石川・福井・滋賀・徳島・佐賀）に所在し調査への協力が得ら




	 2009 年 12 月から 2010 年 2 月の間に、学校を通じて生徒の保護者
に調査票を配布した。調査に同意した保護者が、回答後に郵送で調
































参考に構成された 23 項目で評価した。回答の対象期間は、最近 1 ヶ
月とした。質問項目には、就床時の行動(4 項目)、睡眠中の行動(12
項目)、覚醒時の問題(5項目)と日中の眠気(2項目)を含んでいたが、





















OSAS に関連する 3 つの症状に関する質問項目（“大きないびき”loud	
snoring、“息つまりと荒い息”	snorts	and	gasps、“息止まり”stop	
breathing）に対して、いずれかひとつでも、3-'ほとんどいつも’


























た。p-OSAS は、重症度により、なし、軽症、重症の 3 つのカテゴリ
に分類し、なしを参照カテゴリとした。総睡眠時間については、６
時間未満、６時間以上７時間未満、７時間以上 8 時間未満、8 時間以




時間を 8 時間未満、8-9 時間、9 時間以上の 3 つのカテゴリに分割し
た。それらの組み合わせにより、p-OSAS・総睡眠時間の項目を作成
し 6 つのカテゴリに分類した。つまり、“p-OSAS なし、かつ総睡眠
時間 8-9 時間”、“p-OSAS なし、かつ総睡眠時間 8 時間未満”、	









睡眠時間は、“p-OSAS なし、かつ総睡眠時間 8-9 時間”を参照カテ
ゴリとした。	














また、対象者の属性は、小学生は 18,767 人、中学生は 6,444 人であ






全学年平均で週に 2 回〜4 回みられる生徒が 7.2％、週 5 回以上みら
れる生徒が 1.5％であった。次に頻度が高かったのは、“息止まり”





は、全学年平均で週に 2 回〜4 回みられる生徒が 0.9％、週 5 回以上
みられる生徒が 0.2％であった。	
	 また、p-OSAS の罹患率は、軽症と重症を合わせると全学年平均で























中学生であること、睡眠時間が 8 時間未満であること、そして p-OSAS
であること、が独立した関連因子であることが示された。特に、“軽
度の日中の眠気”に比較して、“重度の日中の眠気”では中学生であ








時間 8 時間未満”、“p-OSAS あり、かつ総睡眠時間 8 時間未満”、
“p-OSAS あり、かつ総睡眠時間 8-9 時間”、“p-OSAS あり、かつ総
睡眠時間 9 時間以上”であることが独立した関連因子であることが
示された。特に、“軽度の日中の眠気”に比較して、“重度の日中の
眠気”では、“総睡眠時間によらず p-OSAS あり”、“p-OSAS なし、か
つ総睡眠時間 8 時間未満”が強く関連していた。一方、“軽度の日中
の眠気”では女性であること、中学生であることも関連していた。	



















































































中学生全体の p-OSAS の有病率は 9.5％であり、これまでの報告にほ
ぼ合致していた。	
成人の OSAS では、肥満が主な原因と言われているが、小児の OSAS
ではリンパ組織過形成やアデノイド口蓋扁桃肥大が主な原因と言わ



































示唆する複数の調査研究がある	[32,51]。例えば、108 名の OSAS 児
童（平均年齢 7 歳）を対象とした研究では、患児全体では対照健常






























総睡眠時間が 8 時間未満、または p-OSAS がある場合には、“軽度お
よび重度の日中の眠気”との関連を認めていた。特に、“重度の日中



















	 本研究では、OSAS の 3 症状の中で“大きないびき”“息止まり”が
独立した関連要因として抽出された。“息つまりと荒い息”は 3 症状
を同時に独立変数として投入すると調整後に関連が消失した。これ




6-13 歳では、いびきが週に 1 回程度みられる者が 17%、しばしばみ
られる者が7.0-10.9％、常にみられる者が2％程度とされている[22]。







	 2012 年の American	Academy	of	Pediatrics が発表した clinical	













































































































































C. PSG もしくは OCST により以下の所見を示す。	
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Odds ratio (95% CI) (95% CI)
− − −
1.23 # (1.10-1.37) (0.79-1.37)
1 − −
2 0.77 (0.60-1.00) (0.22-1.36)
3 0.89 (0.69-1.15) (0.50-2.33)
4 1.01 (0.79-1.30) (0.33-1.77)
5 0.98 (0.77-1.26) (0.75-3.13)
6 1.04 (0.81-1.34) (0.66-2.89)
7 1.44 * (1.12-1.86) (1.02-4.21)
8 1.48 * (1.14-1.91) (1.09-4.49)
9 1.47 * (1.12-1.92) (1.06-4.52)
− − −
2.32 # (1.98-2.72) (1.62-3.65)
2.25 # (1.62-3.13) (5.65-14.77)
2.23 # (1.69-2.94) (6.92-18.96)
2.54 # (2.07-3.10) (3.11-8.32)
1.44 # (1.23-1.69) (1.37-3.32)
− − −
0.61 # (0.52-0.73) (0.48-1.44)
0.84 (0.56-1.25) (0.57-4.86)














































Odds ratio (95% CI) (95% CI)
− − −
1.24 # (1.12-1.39) (0.81-1.41)
1 − −
2 0.77$ (0.59-0.99) (0.21-1.31)
3 0.88 (0.68-1.13) (0.45-2.07)
4 0.99 (0.78-1.27) (0.31-1.63)
5 0.95 (0.74-1.22) (0.65-2.69)
6 1.01 (0.78-1.29) (0.54-2.39)
7 1.45 $ (1.13-1.87) (0.87-3.63)
8 1.53 $ (1.19-1.97) (0.99-4.09)
9 1.60$ (1.23-2.10) (1.11-4.73)
− − −
1.73# (1.48-2.02) (2.59-6.82)
0.61 # (0.51-0.74) (0.584-2.04)
2.46# (1.94-3.11) (3.31.-11.78)











































Odds ratio (95% CI) Odds ratio (95% CI)
− − − −
1.23 # (1.11-1.37) 1.03 (0.78-1.36) 
1 − − − −
2 0.78 (0.60-1.01) 0.56 (0.22-1.40) 
3 0.9 (0.70-1.15) 1.11 (0.51-2.39)
4 1.01 (0.79-1.29) 0.75 (0.32-1.74)
5 0.98 (0.76-1.25) 1.54 (0.75-3.15)
6 1.05 (0.81-1.35) 1.45 (0.69-3.05)
7 1.45 * (1.13-1.87) 2.18 $ (1.07-4.45)
8 1.48 * (1.15-1.91) 2.27 $ (1.12-4.62)
9 1.46 # (1.11-1.92) 2.22 $ (1.07-4.59)
− − − −
2.07 # (1.77-2.43) 2.48 # (1.70-3.62)
− − − −
1.35 (0.85-2.16) 2.06 (0.87-4.87)
− − − −
1.59 $ (1.05-2.40) 3.19 * (1.48-6.91)
2.22 # (1.68-2.92) 11.49 # (6.95-18.97)
2.54 # (2.07-3.10) 5.05 # (3.09-8.28)
1.43 # (1.23-1.68) 2.11 # (1.36-3.29)
− − − −
0.61 * (0.51-0.72) 0.81 (0.47-1.41)
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